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国語の教科書に載せられた二首の歌を読み，優しいさわ
やかな響に魅せられた私は，この歌を詠み遺した良寛さん
の人となりを知るためゆかりの地を訪ねみたく思った。丁
度その頃，良寛さんが生活した地では未曾有の大地震が起
こり，あちこちの地割れや建物の倒壊のさまが生々しい映
像で全国に伝えられた。昭和三十九年六月半ばのことである。
良寛さんの住ま
った辺りも被災し
ているに違いない
と思い過ごす中，
私の通う学校に良
寛さんを敬慕する
書家で詩人の中津
原範之先生が居ら
れたのを幸いに，
私はこの先生に懇望して越後への小行を実現させた。
「良寛さんゆかりの地を尋ねるのだから良寛さんと同じ
ような生活を体験できるようにしてみよう。」との先生の
話に，私は，大きなリュックに飯盒と白米と毛布と詰め込
み，国上
く がみ
山中での夜泊と諸方の探訪を心待ちにした。
夜行列車を乗り継ぎ初めての越後にたどり着いたのは，
大地震後一月程の時，私は先生と急遽加わることになった
もう一人と共に良寛さんの誕生の地，遷化の地，墓所，木
村家と巡って，国上山に上り良寛さん庵住の地を尋ねた。
杉と椿の老樹の間に建つ五合庵はひっそりと静まりかえり
蜩の声が響交っていたことである。
先生と私達は，庵側に
立つ良寛さんの句碑の文
字「焚くほどは かぜが
もて来る 落ち葉かな」
を眺めながら五合庵の板
間に上がり，山中夜泊の
準備をした。その後，国
上寺のご住職に許可を得
て，水を庵下のお寺で頂
き米を炊き，予定通りに
山中での生活を始めた。
朝には清々しい山の気を
存分に吸い，昼には樹の間に鳥の声を聞き，もう一人が同
行を好まなかったため，先生と二人で山を上り下りして，
夜にはきらめく星々を見上げ良寛さんの詩歌を語らい数日
を過ごした。
ところで，こうした珍妙な旅人が尋ねる人も稀な五合庵
に寝泊りし，飲み水を所望にしばしば現れるのを可憐に思
われたものか，庵下の寺院宝珠院のご住職がある夕べ下か
ら「先生，学生さん，お茶を飲み風呂にでも入りに来られ
なせいや。」と声をかけて下さった。先生と私達は，顔を
見合わせながらいたが，少ししてこのお誘いをお受けし院
の炉端に客となった。「どこから来なさったかのう。あん
た方が泊まっている良寛さんが居た五合庵はもとは紅ガラ
塗りのお堂で，俺の小僧時代その朽材がこの寺の本堂の縁
の下にあったんだが，……。まあ一杯やんなせいや。」と
いったご住職の話しのもとで楽しい一時を過ごさせて頂い
た。越後の方々はお会いする人ごとに，客人
まろうど
をもてなす術
を尽くしてあたたかな接待をして下さったが，そんな中に
もこの宝珠院のご住職板屋光範和尚つるご夫妻のご親切
は忘れ難いものとなった。
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私はこの旅を終え帰宅した後，良寛さんゆかりの地やそ
こに住まう方々への思いを募らせ，それから一月も経たぬ
うちに今度は一人で越後へと向かった。この再度の旅は先
の時とほぼ同じ行程をとったが，先ずり着いた出雲崎で
は，良寛記念館蔵品の仮設展示所で疲れ果て束の間に寝入
ってしまい，管理の老ご夫婦のご好意でそこに投宿させて
頂くこととなってしまった。その夜，お二人は，私を家先
の浜に連れ出し，向いに点る佐渡の灯りと空にひろがる大
きな銀漢を眺めさせて下さった。
この後，私は，顔見知りとなった出雲崎の方々に案内さ
れ再び良寛さんの生家跡やその菩提寺円明院，また記念館
等を巡り，さらにバスと列車を乗り継いで炎天の下に島崎
の隆泉寺境内の良寛さんの墓所へと至った。すると，そこ
には，先月お会いした木村家のていおばあちゃんが腰を屈
めて小鎌を手にし，良寛さんの墓周りの草取りをしていた
のである。おばあちゃんは近づく人影に気付き立ち上がっ
て振り返り，私を見て，「まあ，ほんとに来てくれなさっ
たんだのう。……良寛さんはあんたのように背丈が高かっ
たようで，お墓を整えた時，大きな真っ白なお骨を見まし
たよ。よう来なさったのう。」と殊のほかに喜ばれ，「ご縁
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。」と名
号を唱えながら裏路を通り私を家へと招かれた。
ていおばあちゃんはそれ以来，私がお尋ねするたび，良
寛さんが居られた場所に作ったという仏間やご家族団欒の
居間に私を連れ行かれ，木村家に伝わる良寛さんの話をさ
れながら次々と珍羞を並べこれを勧めて下さった。またご
当主の元周氏ご夫妻も，「鍵は開けてあるすけ勝手に入っ
てゆっくり見なせいや。」と良寛さんの遺品を置く倉への
出入りを自由にして下さった。私はここで，木村家の方々
が伝えやまぬ良寛さんの遺芳を身にしながら，数多くの良
寛さんの遺墨や遺弟貞心尼が切り残した良寛さんの臥辱の
夜具の切れ端，葬儀控え帳などを直に親しく見せて頂いた。
ていおばあちゃん，元周氏方は既に鬼簿に入られたが，私
はいまもその温かな眼差しを忘れられずにいる。
島崎再訪を終えてから，私は地蔵堂を経てまた国上へと
向かい，国上寺のご住職の許可を得て五合庵泊を決め，暗
がりの板間で遠くから響き来る花火の音を聞きながら一夜
を過ごした。次の日は山麓の乙子神社などを巡り，午後に
は庵に戻って休んだ。すると国上寺の老僧が現れ，「火の
気が心配なので度々来られてもここに泊まるのを許すこと
は難しい。」と告げられた。私は，それでは，とそこを退
去し近隣の旅宿に移ろうとしたが，こうした事情を知られ
た庵下の宝珠院の光範和尚ご夫妻が，「うちに来て泊まれ
ばいいて。」と私を院に招き入れて下さった。山中を離れ
難く思っていたこともあり，私はこのご好意に甘え，院の
本堂東脇の客間に泊まらせて頂いた。
この光範和尚ご夫妻は，私が，大学生の折不慮の死を遂
げた長男さんの年嵩に近かったためか，これより後，私を
実の子のように慈しみ下さり院への随意な出入りを許され
た。私は，学生時代，その後を問わず，春となく，夏とな
く，秋となく，冬となく，暇を得れば越後通いをして，必
ずこの宝珠院を訪ね，和尚ご夫妻のもとで永く日を累ね過
ごした。
「こころとはころころだ。玉のように何処へでも転がる。
しかし もう動かないとなると 梃子でも動かない。不思
議なもんだてば。」そうした中でお聞きした和尚さんの声
や，ホダを炉にくべながら昔語りをして下さったつるお母
さんの声は，今でもさわやかに耳の中に蘇る。二方は亡く
なられて久しいが，その温かく優しい心根はいつまでも私
の心
むね
を揺さぶり続けている。
私は，良寛さんの歌の響きにつられて越後への旅をした
ことからさまざまな方々とのご縁を頂くことになり，例え
ば，研究の大先達の原田勘平翁（良寛さんと交友のあった原
田鵲齋氏の後代），森哲四郎翁（良寛さんの書跡の研究家），吉
野秀雄先生（秋艸道人唯一の歌の弟子，歌人），登美子夫人
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板屋光範和尚 つる夫人
（もと八木重吉夫人），宮口しづえ媼（島崎藤村ゆかりの童話作
家）等をはじめとした方々とのご縁のもとで，学びの路へ
も入ることとなった。
私は，良寛さんの詩，歌，書，生活の本源を探りたく，
禅や文学を学ぶことを目指して大学に入った。大学に入る
と，幸いにも良寛さんの詩を講じておられた飯田利行先生
にお会いすることが出来，以後良寛さんを仲立ちとして，
温雅，孤高，のこの先生に付き従わせて頂くこととな
った。
飯田先生は，明治の高德畔上楳仙禅師の高弟佐田仙馨師
に嗣法された禅僧で，明治四十四年正月群馬県佐波郡赤堀
村の宝珠寺の生まれ，地元の尋常小学，前橋中学と進み，
人の誰もやらず飯の種にもならぬ音韻学の研究を志し，駒
沢大学，東京文理科大学漢文科に入り，業を畢え，卒業と
同時に母校駒沢大学の講壇に立ち，のち曹洞宗内地留学者
として京都に遊学，京都大学東方文化研究所経学文学研究
室助手となり，吉川幸次郎，倉石武四郎先生等当代随一の
学匠のもとで研鑽を積まれ，駒沢，専修，二松学舎等の大
学で長く教鞭を執られた方である。先生は，日本に将来，
逓伝された漢字の古代音，近世音を研究し，その音韻体系
を究明された高名な学究であった。
先生の経歴は，先生の古稀記念論集中の「吾がふみよみ
の記」に詳しく綴られているが，腸チフスを患って失いか
けた体力を回復，増強させるため剣道に打ち込まれた小，
中学時代，進学の許可を得るため困難な古韻研究を目指さ
れたその後，大島正健，金沢庄三郎，山岸徳平，諸橋轍次
ほかの諸先生の薫陶を受けられた大学時代，また，上司海
雲東大寺貫主，志賀直哉氏，杉本健吉氏などの文人墨客と
交流を深められた京都遊学時代等，彩り鮮やかな世界が満
ちている。
私は，先生の講じられる中国文学の概論や専論，良寛詩，
漱石詩の講読，演習を受講しながら，先生との直接のご縁
を頂くこととなった。私は，父母の理解もあり，学生時代
にも越後巡りを重ね，興味をもった史学，文学，思想，宗
教の書物を読み，そして先生の講壇を目の当たりにして学
生生活を続け，これを終えた。
さて，私は大学卒業後実家に戻り家業を行うこととなっ
たが，出来した様々な雑事に意気消沈してしまった。そん
な折，先生から度々のお電話を頂いた。私は，家業半ばで私
設助手紛いに先生の著作，『禪林名句辭典』，『復刻
日本に
殘存せる
支那古韻の究』，『中國文學論』，『漱石詩集譯』等の刊
行へのお手伝いをするに至った。先生は，素稿を私に預け
られ，また素稿の素材を与えられてはその整備や浄書を依
頼されたが，決してこれをこうせよ，ああせよといったご
指示はされなかった。このため，私は勝手次第に原拠を調
べ上げては報告等し，また自らのために拵えた一覧表や索
引等を先生にお目に掛けるなどした。すると先生はそれら
を一し，「これは便利だから附載しましょうかね。」と書
冊を膨らませるのを惜しまれなかった。
私は，先生の本領の中国語文字音韻学を皮相だけ生齧り，
また日，中の古典を斜め読みにしながら先生のもとに通わ
せて頂いたわけで，こうした中で，言外に，教場での受業
では得られない学びそのものの道への近づきを授かったこ
とである。
先生は若き折，同門の師兄方が進学を果たすのを傍目で
見て，剣道一筋にやってきた自らも進学を実現したいと思
案し，漢字表現の歴史と漢詩の原理を極める術の文字音韻
の研究を志して師許を得，大学進学を果たされた由であっ
たが，当時この文字音韻学を教授する方は皆無で，先生は
カールグレン氏の著作を読み漁ったそうであった。そん
な折，たまたま，札幌農学校第一期生であった七十二歳の
大島正健という方が京都帝国大学で新村出博士の審査を経
て漢字古韻の研究で文学博士になった，という新聞記事を
目にし，この先生につくべきだと考え，一人その門を叩か
れたよしである。初相見の時，受業を懇請する先生に大島
先生が話されたさまを記した先生の文を引こう。
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飯田利行先生と私
「そのとき，先生が何とおっしゃったか。教えてもよい
が，ただし条件がある。あなたが，もしパンのためにこの
音韻学をやろうという気持があったなら，私は教えません
よ。あるいはまた出世のために，栄誉のためにこの学問を
しようとか，そういう妄想をもっておったら，私は教えま
せんよ。この学問は，パンや地位には全く無縁のもの。そ
の覚悟があれば，手引きしてあげましょう。というお達し
だったわけです。」
先生は，日頃の思いに合致した大島先生の仰せにいたく
感じ入り，大島先生唯一の弟子となったということであっ
た。私は，先生のお口を通して，学問の師大島先生が，薫
陶を受けたウイリアムクラーク先生が札幌農学校を離れ
る折見送りの教え子達に告げた「Boysbeambitious!」
について，「・末は博士か大臣か・といった大それた意をも
つことではなく，地位や財産を得たいというそのあさまし
い欲望をとりひしぎとりさるため，アンビシャスを抱きな
さいという意味であったことを懇切にさとされた。」旨を
お聞きしている。
ところで，私がはじめて先生にお目に掛かった頃，先生
は已に良寛さんの詩を講じてその書も公刊されていたので，
変わり行く良寛さんゆかりの地に早くお連れしたいとの思
いを深め，越後へのお出かけの早きを望みお供を願い出た
ところ，越後岩室温泉緜々亭の御主人石崎栄松氏が先生の
著書を読まれて手紙で来越，来宿を求められたこともあっ
て，先生の越後行は速やかに実現し，先ず岩室の緜々亭に
篤厚なご主人をお訪ねし投宿，後，柏崎，出雲崎ほか与板，
国上等良寛さんのゆかりの地などをくまなく経巡り，地蔵
堂中島の原田翁，与板の森翁，国上寺の山田鏡阿師，宝珠
院の板屋光範和尚など在地の方々とも面晤して，各家所蔵
の良寛さんの遺墨を拝観したことであった。私は，国上山
中の宝珠院にも先生をお連れしてお泊り頂き，良寛さんの
庵住地の風土，生活環境をお知り頂いたが，蘇東坡好きの
先生の所望で，国上寺本堂に掲げられていた「方丈」の文
字を刻む板の大額を梯子を架けて手拓などしたのもこの折
である。
先生はこの後，春，秋，また秋，冬と訪越し，岩室温泉
緜々亭を常宿として，執筆活動をされ，大著『湛然居士文
集譯』も脱稿された。先生は，緜々亭主石崎氏との談笑を
頗る楽しみにされ，また石崎氏も，先生の来宿を心待ちに
され，側付きの私にもいつも深い愛しみを与えて下さった。
先生は，私が中国に渡り一時家を不在にした折にも越後
行をされ，思索，著作に専心され，森翁から提供された資
料を用いて良寛さんの詩文に関わる著作を次々と出された。
さらには，洞門の祖師，先師の遺著の集訳を公刊されたが，
ご夫人に先立たれ，卒寿を超えられてから，腰痛を悪化さ
せ，その加療のため主治医の設営する林病院に入院される
こととなった。この入院加療は，二年ほどであったが，そ
の後容態が安定したところで，ご住持地近くの南足柄の静
養施設に移られた。
そこで私は，平成十七年の霜月末，南足柄の先生のもと
にお伺いし，筆を執られる先生にお会いして，また自室の
ベッドの上で寛がれる先生に越し方のお話しなどをお聞き
した。先生は，その時，しみじみと，「あんたとは四十余
年のお付き合いだねぇ。」と仰られた。ところが，こうし
た翌月，先生は世寿九十四で忽然と遷化されてしまった。
私は，この後，先生の小祥忌の配り物，先生の絶筆の複
製色紙に添える小文を綴ることとなり，ペンを執ったが，
ペンを執りながら，学びの道は，良寛さんや先生方，長上
先師，旧識故知が身をもって示されたように，目先の欲望
や名利に煩わされないところから広がり行くこと，人の本
質を見つめ飽くまでも各々を温かく見守り慈しむことから
興ることを改めて知ったのである。ここでその小文「浄
心一現の書」を記しておくこととしたい。
東京四谷の林病院での久しい加療の後，先生は静養を
兼ねて独り南足柄岩原の「にじの丘足柄」に移られた。
先生住持の天王院所縁の方が起された蜜柑畑の丘の上の，
眺望豊かなこの施設で，先生は，安臥と思索とリハビリ
を繰り返す最晩年の静寂な日々を送られた。
こうした生活の中で，先生は思い立たれたかのように
毛筆を執られることがあった。師走近づく霜月二十日の
ことである。「皆に書いて欲しい，書いて欲しい，と頼
まれたので，……」とはその折の先生の仰せられ様であ
ったが，ご自身には，手慣らしののち筆を存分に揮って
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またもの書きを始めよう，との心積もりがおありだった
ように思われる。
施設一階の奥にある大きなリハビリ研修室の右手の
机のもとに車椅子を寄せ，姿勢を整えられた先生は，焦
茶の和服の襟に駱駝色の襟巻きをのぞかせながら，二年
余ぶりで筆を執られて，ま新しい筆の鋒の三分の一程に
硯の海の中の墨を含ませ，いつものように軸を手前に倒
し加減にして，下敷きとした新聞紙の上に展べた半紙に
筆を走らせられた。
先生は，半紙一，二枚を書かれ，筆を右手に持たれた
まま，首を左右に少し傾けつつ出来栄えを確かめるかの
ようにされた。そうして，側に立つ私に気付かれた先生
は，「いやあ，なんだ，君か。名前が大きくなっちゃう
ねぇ，……」と言いつつ，しきりに「一法利行」と認め
た文字を指しながら，「利行だけにしましょうか。ここ
に印を持って来ていないのであとで捺しましょうかねぇ。」
と言われた。
先生は，あまり多くを書かれるお心算ではなかった様
子であったが，傍らの私の言葉につられて，「じゃあ，
書いてみましょうかね。……」と磨り下ろした墨をたっ
ぷりと筆に含ませ，私が紙を継ぎ替えるに任せて，続け
ざまに十余枚を認められた。書き続けて一息をつかれる
先生は，「・浄心一現・……，私はまだこのようにはなれ
ませんよ。雑念が一杯で，……」と恥らうように仰って，
机の片隅に筆を擱かれた。
先生の急逝の報に接したのは，この事があってから間
も無くのことで，恒に変わらず穏やかににこやかに話し
をされた先生の遷化が信じられなかった。
「浄心一現」の語は，先生独自の造語とも言うべきも
ので，・真実の清浄世界がひたすら顕現される・，・人各々
に元々具わる浄潔な性
さが
が，生身そのものに，ありのまま
に，すべて，ひたすら，顕現される・と言ったさまを示
されたものと見られる。もちろん，先生の方寸には，つ
ねに高祖道元禅師の『正法眼藏』「溪聲山色」由来の
「淨信一現するとき自他おなじく轉ぜらる」の語や，こ
れを抄出した法祖父畔上楳仙禅師編の『修證儀』の句，
また『正法眼藏』「歸依」の「歸依三寶とはまさに淨信
をもはらにして」や，同「一百八法明門」の「淨心是法
明門，無濁穢故。……愛樂是法明門，令心淸淨故。」と
言った言葉が親しく誦頌されていたと思われるが，「淨
信」を「浄心」と書かれたこと，「一現」は，・ひたすら，
すべて顕現される・と言った内容で記されたことに，先
生の平生の身の在り様が示されているように思われてな
らない。
先生の絶筆「浄心一現」の書は，先生の急逝後，散じ
残った二紙を取り戻し，その後，無事，先生が中興され
現在遺弟方が住持される全長，天王の両寺に保存される
に至った。
こうした先生の思いのこもる遺墨を，小祥忌に際して，
両寺の遺弟，ご遺族方が複製し，先生有縁の方々にこれ
を形見と贈られることになった。なお，覆印なった遺墨
に，先生の古き門生の篆刻家那須大氏が，先生遺愛
の印璽を用いて捺押を果たされた。
おもかげの 夢にうつろふ かとすれば
さながら人の 世にこそありけれ
夢の世に かつまどろみて ゆめをまた
語るもゆめも それがまにまに
私は，元来夢などを見る性質
た ち
ではないが，時のめぐり移
ろう中で，良寛さんがかそけく詠い遺したように，ありあ
りと，長上，先師，旧識，故土の懐かしい夢をみることで
ある。
（たくま のぶゆき 日本語日本文学科）
（49）
飯田利行先生の絶筆
